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＜連絡事項＞
・特になし
＜患者様連絡事項＞
・猪石　和宏様～東A10号室から東A13号室へ移動している
・大久保　恵様～12/21（木）11：30～くりはし歯科受診予定。
・川村　耕八様～体温38℃台で経過。クーリングで対応し16：00体温38.0℃。深澤Ｄｒ　　　　

　　　　　　　　報告し、発熱時の継続指示あり。
・小野　世津子様～転院について城北病院に電話連絡にて確認を行っている。昨日、外来にて医師に直接転院について相談。城北病院では12/25(月)以降であれば受け入れ可能な状態で調整を行っている。ご家族には、青南病院とも相談したうえで転院日については決めてほしいと伝えたとのことであった。

主治医に上記を報告し、転院については決めて城北病院と調整してい　　　　くこととした。

・野田　敏治様～12/27　9：30～15：30まで外出予定。

・橋本　拓実様～相談事業所妙光園松本氏より連絡あり対応。

今後の治療については、当院での治療を家族が希望しているとの事であ
った。前回面談の際に話していた、身体障害手帳取得については、松本
氏が進めていく予定としており、本人の様子を見ながらはまなす医療療
育センターへの受診調整を行っていくとのこと。

日程が決まり次第連絡頂ければ、外出の手続きを行うことを伝えている。
・吉島　知寿子様～三戸地方保健所　工藤氏より連絡あり対応。

措置解除に関わる保健所職員との面談について、12/27(水)14：00～で
調整。日時については病棟職員より本人に伝えることとした。
・坂本　きい様～施設入所で調整していたが入所困難となり、御家族希望にてみちのく記念病院への転院で現在調整中。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～時間隔離中。スタッフ対応穏やかで妄想発言はない。早期に処遇が改善できるように介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。外泊中、連絡なし。
＜要注目患者様＞
・畠山　正治様～酸素飽和濃度の低下はない。マスク外し頻回で都度介入している。
・上野　一夫様～酸素飽和濃度の低下はない。本日膀胱留置カテーテル交換している。
・田嶋　兼雄様～各食数口から1/2摂取している。食事途中より易怒性みられるが粗暴行為はない。浮腫持続している。
・西村　キン子様～食事に対し拒否見られているが、時間をおいて対応する事で少量であるが摂取している。
＜深澤Dr診察情報＞
・橋本　拓実様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・瀧澤　繁倫様～臨時薬同内容で14日分処方。また、息子様へ連絡をし1/2か1/3で都合
の良い時間を確認し、面談調整するよう指示あり。
・上野　一夫様～点滴同内容で21日分処方。
・澤田　キエ様～メマリー5㎎→10㎎へ、オランザピンOD2.5㎎増量となり、7日分処方。
食事摂取量少ないことから点滴は同内容で21日分処方。
・下村　慶子様～臨時薬同内容で以後定期にて6日分処方となる。
・内田　勇三様～臨時薬は同内容で以後定期にて6日分処方。
・関野　節子様～退院日については12/26(火)で許可となる。臨時薬は同内容で5日分、退院時処方28日分処方となっている。初外来日に関しては家族へ確認。
・辻浦　幸子様～精神症状落ち着いているため、施設へ連絡し、外出泊訓練実施していく。
臨時薬は薬剤調整しているため、てんかん発作に注意。

・西村　キン子様～ドネペジル、ディオバンのみ内服。他は薬剤調整し、本日夕より処方となる。点滴は7日分処方。
・小野　世津子様～家族より個室希望があり、主治医より転倒等のリスクについて説明し、了承されたため、東Dユニット20号室へ移動。また、セット3、BNP採血施行指示あり。12/25(月)城北病院へ受診予定。臨時薬は薬剤調整し、14日分処方。

＜入院患者様情報＞
　時：12月20日　
　氏　　名：立花　圭様

　生年月日：平成11年月13日　18歳

　性　　別：男性

　病　　名：精神遅滞・広汎性発達障害

　入院形態：医療保護入院

　主治医：田名部Dr

　（経過）

　現在青森市の芙蓉会病院へ入院中。（Ｈ29．7．28～）

　これまで同院へ数回の入院歴がある。幼少期から自閉的な

　性格であった。小学校で学習面でついていけない事があった

　為、特別支援学級へ転校。その後、ささクリニック受診し、

　青森市の芙蓉会病院へ検査入院し、精神遅滞・広汎性発達障害

　の診断あり、以後定期通院していた。小学6年時、第二養護学校

　へ転校し養護学校のうみねこ学園で生活をしていた。高校2年時

　飛び降り自殺しそうになる事や車道へ飛び出し、スタッフが止め

　る事があった。また、腕にペンシルで刺したような自傷行為があ

　った。6月には幻視・幻聴様の訴えあり不安定となり、芙蓉会病院

　へ入院となる。入院後は興奮しては物に当たってしまう事が多い。

　今年10月に器物破損行為がある。今回、芙蓉会病院から対応困難

　であり、御家族希望にて当院へ入院となる
　　　　　　　　　　　
